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平成26・27年度 研究協力学校(工学院大学附属中学校・高等学校) 

「中間発表会（授業公開と研究報告）」のご案内 

「ＰＩＬ・ＰＢＬ型の授業導入へ向けての研究と実践」 

―２１世紀型教育の実践― 

 

 新春の候、先生方におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申しあげます。 

 さて、標題にありますように当研究所平成 26・27 年度研究協力校である工学院大学附属中学校・高等学

校の中間発表会を下記の要領で行う運びとなりました。当日は授業の公開と研究報告がプログラムとして実

施される予定です。お誘いあわせのうえ是非ご参加くださいますようご案内申しあげます。 

 《工学院大学附属中学校・高等学校より》 

記 

 

１．日  時  平成２７年２月１７日(火) １３:３０～１６:００ 

２．会  場  工学院大学附属中学校・高等学校  

        〒192-8622 八王子市中野町 2647-2 ℡：042-628-4912（㈹（裏面案内図参照） 

３．発表内容  「ＰＩＬ・ＰＢＬ型授業の公開と研究報告会」 

４．定  員  ５０名 (お申し込み順 ⇒ 定員になり次第締め切ります) 

５．参 加 費  無 料 (当協会会員各校の拠出金と東京都私学財団からの補助金で運営しています。) 

６．申込方法  ２月１２日（木）までに下記迄にWeb もしくは FAX にてお申し込みください。 

URL  http://k.tokyoshigaku.com 

                                       東京私学教育研究所 研究協力学校 担当：佐瀬 

        TEL 03-3263-0544  FAX 03-3263-0560 

急速に進むグローバル化の中で、学校教育も21世紀型にシフトすることが求められています。10年

後20年後に社会で活躍する今の中高生にとってどんな授業を経験したかによって、身につく学力にも

相違が生じます。生徒たちの未来では「過去の経験」や「知識」だけでは解決できない社会が待ち受

けています。協働して問題を解決していく力を養成するために、従来の「一方通行型」から「双方向

型」の授業へ質的転換を計ることが急務であると考えています。よってＰＩＬ・ＰＢＬ型授業を研究

し実践していきます。 



【案内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交通案内 

バス乗り場  行き先 下車バス停 

JR八王子駅 

北口バス乗り場 

 

 

6 番乗り場 

 

 

 

「工学院大学西経由楢原町行」

(約20分) 

「工学院大学西」下車 

(徒歩 5分) 

各停バス「工学院大学行」 

(約 20分) 

終点「工学院大学」下車 

(徒歩 1分) 

京王八王子駅 

バス乗り場   

 

3番乗り場 

「工学院大学西経由楢原町行」

(約 20分) 

「工学院大学西」下車 

(徒歩 5分) 

各停バス「工学院大学行」 

(約 20分) 

終点「工学院大学」下車 

(徒歩 1分) 

 

切り取らずにそのまま FAX してください。送り状は不要です。                 

研究協力学校「工学院大学附属中学校・高等学校」参加申込書（２月１７日(火)実施） 

学 校 名 氏
ふり

 名
がな

 

 

 

 

 

 

上記の通り参加申し込みいたします。 

 東京私学教育研究所 御中               平成２７年   月   日 

 

                           校 長            ㊞  

・希望する

※FAX受理、受付完了等の連絡は省略いたします。（本申込書をお送りいただいた時点で受付完了です）
　申込確認が必要な方は、下記にご記入ください。後日、申込書受理書をFAXでお送りします。

理由等
 FAX番号:


